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（単位：億円）

令 和 元 年 度 令 和 ２ 年 度 対 前 年 度

予 算 額 予 算 額 増 ▲ 減 額

117 116 ▲ 2

1,500 1,285 ▲ 215

177 171 ▲ 6

32,662 38,766 6,104

【うち内閣主計官担当分】 7,152 5,673 1,478▲

内 閣 1,118 1,761 643

【うち内閣主計官担当分】 1,118 1,170 52

内閣本府等（警察庁除く） 31,544 37,005 5,461

【うち内閣主計官担当分】 6,034 4,503 1,530▲

7,306 7,120 ▲ 186

768 775 7

351 348 ▲ 3

114 112 ▲ 2

30 30 ▲ 0

56 55 ▲ 1

43,082 48,778 5,696

（単位：億円）

令 和 元 年 度 令 和 ２ 年 度 対 前 年 度

予 算 額 予 算 額 増 ▲ 減 額

14,781 14,024 ▲ 758

（注）計数はそれぞれを四捨五入しているため、端数において合計に合致していないものがある。
　内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。
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１．沖縄振興策を総合的・積極的に推進するため、沖縄振興予算について、
所要額を積み上げ、３，０１０億円を計上。 

２．このほか、地方創生、情報収集衛星や実用準天頂衛星システムの開発等、
政府広報等の我が国が直面する喫緊の課題に対応。 

３．府省ごとに個別に整備、運用されていた情報システム関連予算について
は、内閣官房における一元的な管理による効率化を踏まえた上で、必要と
なる予算を計上。

１．沖縄振興予算 

元年度 2年度 

○ 沖縄振興予算（内閣本府等） 3,010億円 ⇒ 3,010億円 

＜主な内訳＞

・公共事業関係費等 1,420億円 ⇒ 1,420億円 

・沖縄振興一括交付金 1,093億円 ⇒ 1,014億円 

沖縄振興特別推進交付金 561億円 ⇒ 522億円 

沖縄振興公共投資交付金 532億円 ⇒ 492億円 

・沖縄科学技術大学院大学 196億円 ⇒ 203億円 

・沖縄健康医療拠点整備経費 59億円 ⇒ 89億円 

・沖縄振興特定事業推進費 30億円 ⇒ 55億円 

・北部振興事業（非公共） 35億円 ⇒ 35億円 

・沖縄離島活性化推進事業 12億円 ⇒ 15億円 

・沖縄子供の貧困緊急対策事業 13億円 ⇒ 14億円 

・沖縄産業イノベーション創出事業 13億円 ⇒ 13億円 

・沖縄製糖業体制強化対策事業 12億円 ⇒ 12億円 

・沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業 ‐ ⇒ 11億円 

・沖縄観光防災力強化支援事業 10億円 ⇒ 10億円 

国家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進する観点から、公共事業関係費等、沖縄振興

一括交付金、沖縄科学技術大学院大学、沖縄健康医療拠点整備経費などについて、所要額を計上し

ている。また、沖縄の小規模離島を結ぶ海底送電ケーブルの更新経費に対する支援に必要な経費

を令和２年度予算において新規計上（沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業）。 

内閣・内閣本府等及び復興庁 

関係予算のポイント 

◆ 内閣・内閣本府等関係予算のポイント

令和２年度予算編成の基本的な考え方(内閣・内閣本府等) 

※内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。

― 2 ―

―  ―0123456789



２．地方創生の推進 

  元年度    2年度 

○ 地方創生推進のための交付金 1,000億円 ⇒ 1,000億円

地方創生の深化に向けた地方公共団体の自主的・主体的な取組を後押しする観点から、具体的な

成果目標の設定とＰＤＣＡサイクルの確立の下、自立性、官民協働や地域間連携、政策間連携等の

要素を有する先導的な取組を支援。 

令和２年度予算では、地方公共団体による先導的な施設整備等を支援する地方創生拠点整備交付

金について30億円を計上。 

元年度 2年度 

○ 地方大学・地域産業創生交付金 23億円  ⇒ 23億円

 首長のリーダーシップの下、産官学連携により、地域の中核的産業の振興や専門人材育成などを

行う優れた取組を支援。 

※ このほか、地方創生推進交付金の活用分（50億円）、文部科学省計上分（25億円）及び関連事業（3

億円）を合わせ、地方大学・地域産業創生事業として、101億円を計上。

元年度 2年度 

○ 特定地域づくり事業推進費   －  ⇒ 5億円（新規）

 人口が急減している地域において、地域社会の維持及び地域経済の活性化のため、地域内の産業

に従事する人材の確保を所得の安定化を通じて支援。  

３．情報収集衛星の開発・運用の推進 

元年度  2年度 

621億円 ⇒ 625億円（＋5億円）

安全保障及び大規模災害への対応等の危機管理のために必要な情報の収集を目的とした情報収

集衛星について、その開発・運用を効率的に推進。 

※ 令和元度補正予算では、国際情勢を踏まえた安全保障及び危機管理体制の強化を図るための開発

等の経費として、160億円を計上。

４．実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進 

元年度   2年度 

 263億円 ⇒ 267億円（＋5億円）

（臨時・特別の措置を含む） 

測位の精度や信頼性向上等を可能とする実用準天頂衛星システムについて、準天頂衛星の4機体

制の運用を実施するとともに、7機体制の確立に向けて5-7号機の開発等を効率的に推進。 

※ 令和元年度補正予算では、災害時に確実に通信できる体制を構築するための経費及び避難者情報

等を集約するシステムの実証等の経費として、111億円を計上。
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５．政府広報の推進 

元年度 2年度 

 84億円 ⇒ 85億円（＋1億円）

政府の重要施策について、国民の理解をさらに深めるための効果的な国内広報の推進や、我が国

の基本的立場や政策に関する国際社会の理解の浸透を図るための国際広報活動を実施。 

※ 令和元年度補正予算では、社会保障と税の一体改革等、国民が直面する喫緊の課題についての広

報の実施に係る経費として、29億円を計上。

６．ＤＶ被害者等セーフティネット強化支援パイロット事業 

元年度  2年度 

－  ⇒ 3億円（新規）

ＤＶ被害者等を支援する民間シェルター等において、官民連携の下で行う先進的な取組（受入体

制整備、専門的・個別的支援、切れ目ない総合的支援）を試行的に実施し、これにより得られるニ

ーズに応じた支援のノウハウの蓄積や効果検証、課題の把握等を実施。 

７．アイヌ政策推進交付金 

  元年度  2年度 

10億円  ⇒ 20億円（＋10億円） 

アイヌの人々が民族としての誇りを持って生活することができる社会の実現を支援するため、文

化振興や福祉施策に加え、産業・観光振興等の取組を推進するための経費として、20億円を計上。 

８．情報システム関係予算（一括計上分） 

元年度  2年度 

‐ ⇒ 674億円（新規） 

「政府情報システムの予算要求から執行の各段階における一元的なプロジェクト管理の強化につ

いて」（令和元年６月４日デジタル・ガバメント閣僚会議決定）に基づき、政府全体で共通的に利用

するシステムの整備及び運用に係る予算について、ＩＴ総合戦略室の下で統一的な方針により要

求・執行することで、効果的かつ効率的な政府情報システムの整備・運用を実現することを目的と

して内閣官房に計上。 
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復興庁所管予算  １兆4,024億円 （うち復興庁独自執行予算1,241億円） 

東日本大震災復興特別会計の歳出額（令和２年度：２兆739億円）のうち、復興加速化・福

島再生予備費（財務省所管：3,000億円）及び震災復興特別交付税（総務省所管：3,398億円）

等を除き、復興庁所管に計上。 

１．被災者支援総合交付金 

元年度    ２年度 

177億円 ⇒ 155億円（▲22億円）

復興の進展によって生じる「心身のケア」、「コミュニティ形成・再生」、「住宅・生活再建の相談支

援」及び「心の復興」等の課題に対応するため、地方公共団体等における被災者支援の取組を一体

的に支援。 

２．東日本大震災復興交付金 

   元年度  ２年度 

573億円 ⇒ 113億円（▲461億円）

※令和元年度補正予算：153億円（東日本大震災復興交付金）

著しい被害を受けた地域の復興を進めるため、公共施設等の災害復旧では対応が困難な失わ 

れた市街地の再生等を、一つの事業計画の提出により一括して支援。 

１．復興庁の予算については、「復興・創生期間」の最終年度である令和２
年度において、必要な復興施策を確実に実施するため、１兆 4,024 億円を
計上。 

２．復興のステージの進展に応じて生じる新たな課題に迅速かつ適切に対応
するため、被災者支援、住宅再建・復興まちづくり、産業・生業の再生、
原子力災害からの復興・再生等に必要な額を確保。

令和２年度予算編成の基本的な考え方(復興庁関係) 

◆ 復興庁予算のポイント

※内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。
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３．福島の復興・再生加速のための施策 

（１）福島再生加速化交付金

元年度   ２年度 

  890億円 ⇒ 791億円（▲99億円）

福島の再生を加速するため、長期避難者の生活拠点整備、福島への定住支援、帰還加速のた 

めの生活環境向上や生活拠点整備等の「長期避難者への支援から早期帰還への対応まで」の施 

策を一括して支援。 

（２）福島生活環境整備・帰還再生加速事業

 元年度   ２年度 

111億円 ⇒ 94億円（▲18億円）

長期避難により機能低下した原子力災害被災12市町村を対象に、公共施設等の機能回復、避 

難解除等区域への帰還を加速するための取組や将来の帰還に向けた荒廃抑制・保全対策を実施。 

４．風評払拭・リスクコミュニケーション強化事業 

元年度  ２年度 

３億円 ⇒ ５億円（＋１億円）

「風評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略」に基づき、引き続き国民に対し放射線リ

スクに関する情報を分かりやすく発信することに加え、海外向けの情報発信を強化。

５．東日本大震災10周年事業 

元年度  ２年度 

－ ⇒ １億円 （新 規）

発災から10年の節目を迎えることから、これまでの復興を総括し、得られた復興のノウハウ

等の周知・普及を実施。 

６．復興庁独自執行以外の予算（各省庁所掌） 

 元年度  ２年度 

１兆2,935億円 ⇒ １兆2,783億円（▲152億円）

各省庁所掌の予算については復興庁所管に一括計上し、事業実施に当たっては各省庁へ予算 

を移替のうえ執行。 
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１．令和２年度の一般会計ＯＤＡ予算は、G20 大阪に際して支援を表明したグロ
ーバル・ファンドなど国際分担金・拠出金の予算を手当し、増額（対元年度
＋45 億円、＋0.8％） 

２．外務省ＯＤＡ予算も、外交政策を力強く実施するため増額（同＋53 億、＋
1.2％）。なお、令和２年度の外務省予算の柱は、①国際秩序の維持、②経済
外交、③戦略的対外発信、④地球規模課題解決への貢献、⑤大規模人材交流、
⑥外交実施体制の強化

○ G20 大阪に際して支援表明したグローバル・ファンドなど国際分担金・拠出金の予算を手

当しつつ、一般会計ＯＤＡ、ＯＤＡ事業量とも増額

（単位：億円） 

項 目 2 年度 元年度 増 減 

一般会計ＯＤＡ予算 5,610 5,566 +45（+0.8%）

ＯＤＡ事業量(注 1) 24,003 23,378 +626（+2.7%）

（注 1）ODA 事業量は、一般会計ＯＤＡ予算（当初＋前年度補正）、円借款、国際機関向け拠出国

債等発行額の合計 

○ 特殊要因を含めた令和２年度外務省予算の総額 7,120 億円のうち、ＯＤＡ予算は、外交政

策を力強く推進するため、4,429 億円に増額

項 目 2 年度 元年度 増 減 

外務省予算（注 2） 
7,120 7,306 ▲186（▲2.5%） 

7,077 6,985 +91（+1.3%）

うち、ＯＤＡ予算 4,429 4,376 +53（+1.2%）

（注 2）上段は特殊要因込み、下段は特殊要因除き。 

１．基本的価値に基づいた国際秩序の維持 元年度:1,274 億円→２年度:1,351 億円 

○「自由で開かれたインド太平洋」の実現

―途上国に対する法制度整備支援・能力構築支援

―ハード（港湾、鉄道、道路等）＋ソフト（制度・基準、技術・運用ノウハウ）面でのイン

フラ支援及び技術協力を実施 等

外交関係予算のポイント 

◆ 一般会計ＯＤＡ予算

令和２年度予算編成の基本的な考え方 

◆ 外務省予算

※内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。
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○法の支配に基づく国際秩序の強化

―国際経済紛争処理を含む訴訟に対応するための体制整備、国際裁判機関（ICJ、WTO 等）へ

日本人インターン派遣 

―ＡＩ・宇宙・サイバー等に関する調査研究、自律型致死兵器システム（LAWS）に関するわ

が国の立場を働きかけるための会議・調査研究の実施 等 

２．積極的な経済外交の推進 元年度:904 億円→２年度:894 億円 

○自由貿易の推進、自由で開かれた経済秩序の維持・強化

―ＷＴＯへの積極的な取組（専門職員の体制強化、弁護士事務所への法的助言委託等） 等

○中小・中堅企業も含めた日本企業の海外展開推進支援

―日本企業の国連調達率向上のためのビジネスセミナー開催、中小企業等が有する技術の途

上国への展開に向けた現地調査・実証事業 等 

○観光立国の推進

―戦略的なビザ緩和を含むインバウンド観光の促進 等

３．戦略的対外発信強化を通じた親日派・知日派の拡大 元年度:725 億円→２年度:742 億円 

○正しい姿を含む政策・取組の発信強化

―海外シンクタンクとの連携、海外メディア発信強化 等

○親日派・知日派の飛躍的拡大

―JICA 開発大学院連携（留学生に対する日本の開発・発展と ODA の経験の共有）による途上

国の発展への貢献及び親日派・知日派人材の育成強化 等 

４．地球規模課題解決への積極的貢献 元年度：2,838 億円→２年度:3,198 億円 

○「人間の安全保障」の理念に基づくグローバルな課題への対応、ＳＤＧｓの推進

―持続可能な開発目標（SDGs）達成に不可欠な教育分野や水・環境分野等の無償資金協力・

技術協力、「海洋プラスチックごみ対策促進支援に関する国際会議」の本邦開催 等 

○国連・国際機関等の戦略的活用と国際人材の育成

―国際機関に若手の日本人を派遣する JPO（Junior Professional Officer）制度や中堅派遣

制度等を活用した人材育成、国際機関における幹部職員増強 等 

５．大規模人材交流時代への対応 元年度：138 億円→２年度:138 億円 

○外国人旅行者・外国人材の受入

―「特定技能」制度により入国する外国人材の送り出し国への日本語専門家の派遣 等

○テロ対策・安全対策

―在外邦人の安全に係る訓練等の実施、日本人学校の安全対策（スクールバス送迎時の警備

強化） 等 

６．外交実施体制の強化 元年度：561 億円→２年度:603 億円 

―１大使館（ハイチ）及び 1総領事館（セブ（フィリピン））を新設 

―外務省定員を 70 名純増 等 
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内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局

主
な
要
求
事
項

概
要

①
公
共
事
業
関
係
費
等

道
路
、
港
湾
、
空
港
や
、
農
林
⽔
産
振
興
の
た
め
に
必
要
な
⽣
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
や
災
害
に
強
い
県
⼟
づ
く
り
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
⾸
⾥
城
復
元
に
向
け
た
取
組
を
実
施
。

１
，
４
２
０
億
円
（
１
，
４
２
０
億
円
）

②
沖
縄
振
興
⼀
括
交
付
⾦

沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か
つ
効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業

を
県
が
⾃
主
的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実
施
。

１
，
０
１
４
億
円
（
１
，
０
９
３
億
円
）

ソ
フ
ト

52
2億
円
（
56
1億
円
）
／
ハ
ー
ド

49
2億
円
（
53
2億
円
）

③
沖
縄
科
学
技
術
⼤
学
院
⼤
学
（
O
IS
T）

世
界
最
⾼
⽔
準
の
教
育
・
研
究
を
⾏
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
拠
点
と
な
る
た
め
、
規
模
拡
充
に

向
け
た
取
組
の
⽀
援
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
等
を
核
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
。

２
０
３
億
円
（
１
９
６
億
円
）

④
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

⻄
普
天
間
住
宅
地
区
（
返
還
基
地
）
跡
地
に
お
い
て
、
琉
球
⼤
学
医
学
部
及
び
同
附
属
病
院
の
移
設
を

中
⼼
と
す
る
、
国
際
性
・
離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
た
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
整
備
を
推
進
。

８
９
億
円
（
５
９
億
円
）

⑤
北
部
振
興
事
業
（
⾮
公
共
）

県
⼟
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
北
部
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
や
定
住
条
件
の
整
備
等
を
推
進
。

３
５
億
円
（
３
５
億
円
）

※
公
共
は
①
の
内
数

⑥
沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

厳
し
い
⾃
然
的
・
社
会
的
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村
の
先
導
的
な
事
業
を
⽀
援
。

１
５
億
円
（
１
２
億
円
）

⑦
沖
縄
⼦
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

沖
縄
の
将
来
を
担
う
⼦
供
達
が
直
⾯
す
る
貧
困
に
関
す
る
深
刻
な
状
況
に
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、

⽀
援
員
の
配
置
や
居
場
所
づ
く
り
を
集
中
的
に
実
施
。

１
４
億
円
（
１
３
億
円
）

⑧
沖
縄
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

沖
縄
へ
の
企
業
誘
致
、
国
際
物
流
拠
点
を
活
⽤
し
た
先
進
的
な
も
の
づ
く
り
産
業
等
の
創
出
、
⽣
産
性

を
向
上
さ
せ
る
産
業
⼈
材
の
育
成
等
を
通
じ
た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
。

１
３
億
円
（
１
３
億
円
）

⑨
沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

製
糖
業
の
働
き
⽅
改
⾰
を
踏
ま
え
た
新
た
な
操
業
体
制
等
に
対
応
す
る
た
め
、
⼈
材
確
保
対
策
、
県
産

⿊
糖
の
需
要
拡
⼤
・
安
定
供
給
対
策
、
市
町
村
に
よ
る
季
節
⼯
の
宿
舎
整
備
等
を
⽀
援
。

１
２
億
円
（
１
２
億
円
）

⑩
沖
縄
⼩
規
模
離
島
⽣
活
基
盤
整
備
推
進
事
業

沖
縄
の
⼩
規
模
離
島
に
お
け
る
海
底
送
電
ケ
ー
ブ
ル
（
⼀
部
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
線
を
含
む
）
の
整
備
等

を
⽀
援
。

１
１
億
円
【
新
規
】

⑪
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
や
、
県
内
企
業
等
の
働
き
⽅
改
⾰
・
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る
た
め
、
既
存
施
設

の
改
修
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
・
活
⽤
を
⽀
援
。

３
億
円
【
新
規
】

⑫
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

⼀
括
交
付
⾦
（
ソ
フ
ト
交
付
⾦
）
を
補
完
し
、
特
に
沖
縄
の
⾃
⽴
的
発
展
に
資
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、

機
動
性
を
も
っ
て
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
市
町
村
等
の
事
業
を
推
進
。

５
５
億
円
（
３
０
億
円
）

令
和
２
年
度
沖
縄
振
興
予
算
案
に
つ
い
て

※
令
和
元
年
度
予
算
３
，
０
１
０
億
円

令
和
２
年
度
沖
縄
振
興
予
算
案

３
，
０
１
０
億
円

（
）

は
令

和
元

年
度

予
算

額
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国

交
付
金
（
１
/
２
）

都
道
府
県

市
町
村

【
対
象
事
業
】

①
先
駆
性
の
あ
る
取
組
及
び
先
駆
的
・
優
良
事
例
の
横
展
開

・
官
民
協
働
、
地
域
間
連
携
、
政
策
間
連
携
、
事
業
推
進
主
体
の
形
成
、

中
核
的
人
材
の
確
保
・
育
成

例
）
し
ご
と
創
生
、
観
光
振
興
、
地
域
商
社
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
、

生
涯
活
躍
の
ま
ち
、
働
き
方
改
革
、
小
さ
な
拠
点
、
商
店
街
活
性
化

等

②
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
移
住
・
起
業
・
就
業
支
援
）

・
東
京
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
及
び
地
方
の
担
い
手
不
足
対
策

例
）
地
域
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
中
小
企
業
等
へ
の
就
業
に
伴
う
移
住
、

地
域
に
お
け
る
社
会
的
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
起
業
、

現
在
職
に
就
い
て
い
な
い
女
性
、
高
齢
者
等
の
新
規
就
業
支
援

等

【
手
続
き
】

○
地
方
公
共
団
体
は
、
対
象
事
業
に
係
る
地
域
再
生
計
画
（
概
ね
５
年
程
度
）
を

作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
認
定
し
ま
す
。

○
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
初
年
度
に
お

け
る
地
方
創
生
の
よ
り
一
層
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

①
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
・
主
体

的
で
先
導
的
な
事
業
を
支
援

②
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
組
み
込
み
、
従
来
の

「
縦
割
り
」
事
業
を
超
え
た
取
組
を
支
援

③
地
域
再
生
法
に
基
づ
く
法
律
補
助
の
交
付
金
と
し
、
安
定
的
な
制

度
・
運
用
を
確
保

※
本
交
付
金
の
う
ち
5
0
億
円
に
つ
い
て
は
、
地
方
大
学
・
産
業
創
生
法
に
基
づ

く
交
付
金
と
し
て
執
行

地
方

創
生

推
進

交
付

金
（

内
閣

府
地

方
創

生
推

進
事

務
局

）

令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

１
,０

０
０

億
円

（
令

和
元

年
度

予
算

額
１

,０
０

０
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

①
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
を
推
進
す
る
た
め
の
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
を
支
援

す
る
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
タ
イ
プ
（
仮
称
）
の
新
設
（
交
付
上
限
額
6
.
0
億
円
、
申

請
上
限
件
数
の
枠
外
）

②
複
数
年
度
に
わ
た
る
施
設
整
備
事
業
の
円
滑
化
（
本
交
付
金
の
う
ち
3
0
億

円
を
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
と
し
て
措
置
）

③
移
住
支
援
事
業
の
要
件
緩
和
（
対
象
者
・
対
象
企
業
の
拡
大
）

令
和

２
年

度
か

ら
の

主
な

運
用

改
善

具
体
的
な

「
成
果
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ）
」

の
設
定

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
」

の
確
立

（
１
/
２
の
地
方
負
担
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
ま
す
）

交
付
上
限
額
（
国
費
）

申
請
上
限
件
数

都
道
府
県

先
駆

3.
0億

円
横
展
開

1.
0億

円
原
則
９
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
３
事
業
）

中
枢
中
核
都
市

先
駆

2.
5億

円
横
展
開

0.
85
億
円

原
則
７
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
２
事
業
）

市
町
村

先
駆

2.
0億

円
横
展
開

0.
7億

円
原
則
５
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
１
事
業
）

内
閣
府
作
成
資
料
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○
国

が
策

定
す

る
地

域
に

お
け

る
大

学
振

興
・

若
者

雇
用

創
出

に
関

す
る

基
本

指
針

を
踏

ま
え

、
首

長
主

宰
の

推
進

会
議

（
地

方
公

共
団

体
、

大
学

、
産

業
界

等
で

構
成

）
を

組
織

し
、

地
域

の
産

業
振

興
・

専
門

人
材
育
成
等
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
地

方
公

共
団

体
が

申
請

し
た

同
計

画
（

概
ね

10
年

間
）

に
つ

い
て

、
国

の
有

識
者

委
員

会
の

評
価

を
踏

ま
え

、
基

本
指

針
で

定
め

る
基

準
（

自
立

性
、

地
域

の
優

位
性

等
）

に
よ

り
優

れ
た

も
の

を
認

定
し

、
本
交
付
金
に
よ
り
支
援
し
ま
す
（
原
則
５
年
間
）
。

○
地

方
公

共
団

体
等

が
設

定
し

た
K
P
I
を

、
国

の
有

識
者

委
員

会
の

評
価
を
踏
ま
え
毎
年
度
検
証
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
ま
す
。

○
こ

の
ほ

か
、

内
閣

府
交

付
金

の
対

象
と

な
る

大
学

に
お

い
て

は
、

文
部

科
学

省
計

上
分

（
国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
及

び
私

立
大

学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
の
う
ち
の
2
5
億
円
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

○
地

方
を

担
う

若
者

が
大

幅
に

減
少

す
る

中
、

地
域

の
人

材
へ

の
投

資
を

通
じ
て
地
域
の
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
こ

の
た

め
、

首
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
産

官
学

連
携

に
よ

り
、

先
端

的
な

研
究

開
発

や
人

材
育

成
等

を
行

う
優

れ
た

取
組

を
、

本
交

付
金
に
よ
り
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
こ

れ
に

よ
り

、
地

域
産

業
創

生
の

駆
動

力
と

な
り

特
定

分
野

に
圧

倒
的

な
強
み
を
持
つ
「
キ
ラ
リ
と
光
る
地
方
大
学
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

○
令

和
２

年
度

に
お

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
事

業
実

績
を

踏
ま

え
た

制
度

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

新
た

な
自

治
体

の
産

学
官

一
体

と
な

っ
た

意
欲
的
な
取
組
の
掘
り
起
こ
し
や
採
択
を
実
施
し
ま
す
。

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

事
業

（
内

閣
府

地
方

創
生

推
進

事
務

局
）

令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

内
閣

府
及

び
文

部
科

学
省

合
計

９
７

.５
億

円
（

元
年

度
予

算
額

９
７

.５
億

円
）

内
閣

府
交

付
金

分
：

７
２

.５
億

円
（

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

２
２

.５
億

円
、

地
方

創
生

推
進

交
付

金
活

用
分

５
０

.０
億

円
）

文
部

科
学

省
計

上
分

：
２

５
.０

億
円

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
地

域
の

産
業

振
興

、
専

門
人

材
育

成
等

の
取

組
の

推
進

に
よ

り
、

地
域
の
生
産
性
の
向
上
、
若
者
の
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

○
「

キ
ラ

リ
と

光
る

地
方

大
学

づ
く

り
」

に
よ

り
、

学
生

の
地

方
大

学
へ

の
進

学
が

推
進

さ
れ

、
東

京
圏

へ
の

一
極

集
中

の
是

正
に

寄
与

し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

国資
金

の
流

れ
（

内
閣

府
交

付
金

）

都
道
府
県

政
令
指
定
都
市

等

地
方
公

共
団

体

大
学
等

産
業
界

等

・
組

織
レ
ベ
ル

で
の

推
進

会
議

の
構

築

・
産

業
振

興
と
専

門
人

材
育

成
の

一
体

的
推

進

・
海

外
連

携
等

に
よ
る
特

色
あ
る
大

学
改
革

（
学

部
・
学

科
再

編
等

）
の

実
施

キ
ラ
リ
と
光
る

地
方

大
学

づ
く
り

（
地
方
負
担
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
ま
す
）

交
付
金

（
１
/
２
，

２
/
３
,
 
３
/
４

）

地
域
に
お
け
る

大
学
振

興
・
若

者
雇

用
創

出
推
進

会
議

内
閣
府
作
成
資
料

― 12 ―

―  ―0123456789



○
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進
交
付
金

・
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
組
合
の
運
営
経
費
の
１
／
２
を
市
町
村
（
市
町
村

及
び
都
道
府
県
と
す
る
こ
と
も
可
）
が
補
助
。

・
市
町
村
（
市
町
村
及
び
都
道
府
県
と
す
る
こ
と
も
可
）
の
補
助
の
う
ち
、

１
／
２
を
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進
交
付
金
に
よ
り
支
援
。

・
内
閣
府
に
予
算
を
計
上
、
総
務
省
に
移
替
え
の
上
、
総
務
省
で
執
行

○
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進
調
査
費

・
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
調
査
等

○
地
域
人
口
の
急
減
に
直
面
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、

就
労
そ
の
他
の
社
会
的
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
維

持
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
人
材
の
確
保

及
び
そ
の
活
躍
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
た
め
、
地
域
人
口
の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元

年
法
律
第
6
4
号
）
に
基
づ
く
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
が
、
域
内
外
の
若
者
等
を
雇
用
し
、
組
合
員
で

あ
る
事
業
者
の
事
業
に
従
事
す
る
機
会
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
人
材
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と

な
る
よ
う
、
当
該
組
合
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る

た
め
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

特
定

地
域

づ
く

り
事

業
の

推
進

（
内

閣
府

地
方

創
生

推
進

事
務

局
）

令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

５
.０

億
円

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
地
域
人
口
の
急
減
に
直
面
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
地
域
社
会
及
び
地
域
経
済
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
地
域
づ
く
り
人
材
が
安
心
し

て
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
維
持
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

内 閣 府

総 務 省

市 町 村

組 合

移
替

え

交
付
金

（
市
町
村
の
補
助
金
の

１
／
２
）

地
方
負
担
分
の
一
部
に

地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る

補
助
金

（
組
合
の
運
営
経
費
の

１
／
２
）

内
閣
府
作
成
資
料
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国

委
託
費

民
間
事
業
者

【
①
デ
ー
タ
連
携
基
盤
整
備
】

様
々
な
分
野
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
整
理
し
提
供
す
る
デ
ー
タ
連
携

基
盤
（
都
市
O
S
）
を
構
築
し
ま
す
。


ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
共
通
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
設
計
（
標
準
A
P
I
を
含
む
）
・

構
築


ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
ご
と
の
課
題
解
決
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
仕
様
の
調
査

【
②
事
業
計
画
作
成
支
援
、
協
議
会
等
の
運
営
支
援
】

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
先
端
的
な
事
業
計
画
の
作
成
支
援
、
各
区
域

に
お
け
る
協
議
会
開
催
等
の
運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。


事
業
計
画
作
成
に
際
し
国
内
外
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
精
通
し
た
専
門
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
資
料
作
成
補
助


各
区
域
の
協
議
会
運
営
支
援

【
③
海
外
の
最
新
動
向
調
査
及
び
国
際
会
議
開
催
】

海
外
の
最
新
動
向
の
把
握
や
国
際
会
議
を
通
じ
、
海
外
企
業
の
投

資
促
進
や
都
市
O
S
間
の
相
互
運
用
性
確
保
や
国
際
連
携
を
図
り
ま

す
。


ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
係
る
世
界
の
最
新
動
向
等
を
調
査


M
O
U
に
基
づ
く
国
際
会
議
を
実
施

○
世
界
で
は
、
第
４
次
産
業
革
命
と
呼
ば

れ
る
AI
及
び
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
社
会
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
よ
う

な
都
市
設
計
の
動
き
が
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

〇
我
が
国
に
お
い
て
も
、
「
So

ci
et
y5
.0
」
の
実
現
に
向
け
て
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
「
So

ci
et
y5
.0
」
の

早
期
実

現
の
た
め
に
も
、
令
和
元
年
6月

21
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
成
長

戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
及
び
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
20
19

」
等
に
基
づ
き
、
世
界
に
先
駆
け
て
未
来
の
生
活

を
先
行
実
現
す
る
「
ま
る
ご
と
未
来
都
市
」
を
目
指
す
「
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
」
構
想
の
実
現
が
急
務
で
す
。

〇
本
事
業
は
、
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
構
想
の
実
現
に
不
可
欠

な
デ
ー
タ
連
携
基
盤
（
都
市
O
S）

の
構
築
や
、
推
進
体
制
の

構
築
、
事
業
化
加
速
の
た
め
の
事
業
計
画
の
作
成
支
援
や
協

議
会
の
運
営
支
援
、
投
資
促
進
の
た
め
の
国
際
連
携
に
係
る
調

査
や
会
議
開
催
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ス
ー

パ
ー

シ
テ

ィ
整

備
推

進
事

業
（

内
閣

府
地

方
創

生
推

進
事

務
局

）

令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

3
.0

億
円

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
各
区
域
で
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
調
査
・
設
計
等
を
行
い
、
最
先
端

技
術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
実
装
に
向
け
た
環
境
を
整
え
ま
す
。

〇
暮
ら
し
や
す
さ
に
お
い
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す
さ
に
お
い
て

も
世
界
最
先
端
を
い
く
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
は
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

の
実
現
に
も
寄
与
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

内
閣
府
作
成
資
料
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○
外
交
・
防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応
等

の
危
機
管
理
の
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
を
主
な
目
的
と
し

た
情
報
収
集
衛
星
の
開
発
等
を
行
い
、
政
府
の
情
報
機
能
を
強

化
し
ま
す
。
主
に
以
下
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
「
基
幹
衛
星
」
４
機
に
、
「
時
間
軸
多
様
化
衛
星
」
４
機

及
び
「
デ
ー
タ
中
継
衛
星
」
２
機
を
加
え
た
合
計
１
０
機
の

整
備
を
目
標
と
し
、
着
実
に
衛
星
開
発
を
進
め
ま
す
。

（
２
）
即
時
性
の
向
上
や
デ
ー
タ
量
の
増
加
に
対
応
し
た
地
上
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
情
報
収
集
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
機
能
・
性
能
の
抜
本
的
向
上

の
た
め
、
短
期
打
上
型
小
型
衛
星
の
実
証
研
究
等
の
重
要
技

術
の
先
行
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。

情
報

収
集

衛
星

の
開

発
・

運
用

事
業

費
（

内
閣

衛
星

情
報

セ
ン

タ
ー

）

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

６
２

５
．

３
億

円
（

元
年

度
予

算
額

６
２

０
．

７
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的

資
金

の
流

れ

○
外
交
・
防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
危
機
管
理
の
た
め
に
必
要
な

情
報
の
収
集
を
確
実
に
行
い
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

に
貢
献
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果
国

委
託
費
等

J
A
X
A
、
N
I
C
T
等
の

宇
宙
開
発
関
連
機
関
等

地
上
シ
ス
テ
ム

コ
マ
ン
ド

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

デ
ー
タ

分
析
・
配
布

撮
像
要
求

官
邸

ユ
ー
ザ
省
庁

＜
撮
像
要
求
か
ら
分
析
・
配
布
の
流
れ
＞

内
閣
衛
星

情
報
セ
ン
タ
ー

情
報
収
集
衛
星

（
光

学
・
レ
ー
ダ
衛

星
）

デ
ー
タ
中
継
衛
星

地
上
局

＜
１
０
機
体
制
の
概
要
＞

・
基
幹

衛
星
及

び
時
間

軸
多

様
化

衛
星
に
よ
り
地

球
上
の

特
定
地

点
を
1
日

に
2
回

以
上

撮
像

す
る
こ
と
が

可
能

。

・
時
間
軸
多
様
化
衛
星
を
基
幹
衛
星
と
異
な
る
時
間
帯
に
配
備
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
時
間
帯
で
の
撮
像
が
可
能
。

・
デ
ー
タ
中

継
衛
星

の
利

用
に
よ
り
、
伝

送
時

間
を
大

幅
に
短

縮
し
即

時
性
が

向
上
。

内
閣
官
房
作
成
資
料
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国

委
託
費
、
P
F
I
費
用

民
間
事
業
者
等

○
衛
星
測
位
の
精
度
や
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
測
位
衛
星
の
補
強
機

能
に
加
え
、
災
害
情
報
・
安
否
情
報
を
配
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
機

能
等
を
有
す
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
整
備
を
行
う
。

①
4
機
（
1
号
機
～
4
号
機
）
の
運
用

②
7
機
体
制
の
確
立
と
機
能
・
性
能
向
上
に
向
け
た
衛
星
（
1
号
後

継
機
及
び
5
号
機
～
7
号
機
）
及
び
地
上
設
備
の
開
発
・
整
備

○
測
位
衛
星
の
補
完
機
能
(
測
位
可
能
時
間
の
拡
大
）
、
測
位
の
精

度
や
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
補
強
機
能
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
等

を
有
す
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
整
備
・
運
用
す
る
。

○
平
成
3
0
年
1
1
月
よ
り
4
機
体
制
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
準
天
頂
衛

星
シ
ス
テ
ム
の
精
度
は
、
数
c
m
級
も
含
め
た
他
国
の
衛
星
測
位

シ
ス
テ
ム
よ
り
優
れ
た
精
度
を
実
現
。

○
2
0
2
3
年
度
を
目
途
と
し
た
7
機
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
日
本
上
空

に
必
ず
衛
星
4
機
が
存
在
し
、
米
国
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
依
存
せ
ず
に
持
続

測
位
が
可
能
と
な
る
。

○
骨
太
の
方
針
2
0
1
9
（
令
和
元
年
6
月
2
1
日
閣
議
決
定
）
、
成
長
戦

略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
令
和
元
年
6
月
2
1
日
閣
議
決
定
）
に
お
い

て
、
2
0
2
3
年
度
目
途
の
７
機
体
制
の
確
立
及
び
機
能
・
性
能
の

向
上
と
、
こ
れ
に
対
応
し
た
地
上
設
備
の
開
発
・
整
備
等
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

実
用

準
天

頂
衛

星
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
整

備
・

運
用

（
内

閣
府

宇
宙

開
発

戦
略

推
進

事
務

局
）

令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

２
６

７
.４

億
円

※
「

臨
時

・
特

別
の

措
置

」
１

０
０

．
１

億
円

を
含

む

（
令

和
元

年
度

当
初

予
算

額
２

６
２

.５
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化

○
産
業
・
生
活
・
行
政
の
高
度
化
・
効
率
化

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
貢
献
と
我
が
国
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

○
日
米
協
力
の
強
化

○
災
害
対
応
能
力
の
向
上
等
広
義
の
安
全
保
障

期
待

さ
れ

る
効

果

地
上

設
備

の
開

発
・
整

備
・
運

用 国
際
周
波
数
調
整

他
国

の
衛

星

準
天

頂
衛

星
の

地
球

局
他

国
の

地
球

局

干
渉

準
天

頂
衛

星

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
利
用
者

H‐
Ⅱ

A、
H3

ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
打

ち
上
げ

ほ
ぼ

真
上

（
準

天
頂

）
か

ら
の

信
号

に
よ
り
精
度
向
上
（
衛
星
数
増
）

内
閣
府
作
成
資
料
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国
民
間
事
業
者
等

(
１
)
国
内
向
け
広
報

①
政
府
の
重
要
施
策
等
に
関
す
る
広
報
（
国
内
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
各

種
媒
体
の
活
用
等
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
戦
略
的

な
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

②
世
論
の
調
査

基
本
的
な
国
民
の
意
識
の
動
向
及
び
政
府
の
重
要
施
策
に
関
す

る
国
民
の
意
識
を
把
握
し
、
政
府
施
策
の
企
画
・
立
案
等
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
世
論
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

(
２
)
国
外
向
け
広
報

国
内
外
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
有
識
者
・
実
務
経
験
者
等
と
の
連

携
、
日
本
の
魅
力
を
発
信
し
対
日
理
解
を
促
進
す
る
資
料
の
整
備
、

海
外
で
の
日
本
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
海
外
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
海
外
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層

に
対
し
、
我
が
国
の
立
場
に
つ
い
て
の
戦
略
的
な
国
際
広
報
を
実

施
し
ま
す
。

○
政
府
の
重
要
施
策
や
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
更

に
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
て
広
報
を

実
施
し
ま
す
。

○
我
が
国
の
立
場
の
的
確
な
対
外
発
信
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
に

お
け
る
我
が
国
へ
の
理
解
の
促
進
と
支
持
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。

○
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
官
邸
主
導
の
下
で
関
係
省
庁
と

連
携
し
つ
つ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
広
報
を
目
指
し
ま
す
。

○
個
々
の
広
報
の
実
施
後
に
、
効
果
測
定
を
行
い
、
改
善
点
を
明

確
に
し
、
次
の
広
報
に
役
立
て
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
適
切
な
媒
体
、
出
稿
回
数
等
を
年
に
１
回
見
直
し
、
効
果

的
・
効
率
的
な
広
報
媒
体
の
選
定
に
役
立
て
ま
す
。

政
府

の
重

要
施

策
等

に
関

す
る

広
報

（
内

閣
府

大
臣

官
房

政
府

広
報

室
）

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

８
５

．
０

億
円

（
元

年
度

予
算

額
８

３
.６

億
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
政
府
の
重
要
施
策
や
基
本
方
針
に
関
す
る
国
民
へ
の
理
解
増
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

○
国
際
社
会
に
お
け
る
、
我
が
国
の
立
場
や
政
策
に
関
す
る
正
し
い

理
解
の
促
進
と
親
日
感
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

業
務
発
注
（
請
負
）

拠
出

内
閣
府
作
成
資
料
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○
性
暴
力
・
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援
交
付
金
（
仮
称
）

（
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援
調
査
研
究
に
係
る
も
の
）

・
交

付
先

：
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
、

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

・
対
象
経
費

：
都
道
府
県
等
が
負
担
し
た
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

等
の
先
進
的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
の
経
費

（
以
下
①
～
③
）

①
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
要
す
る
経
費

(母
子
一
体
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
改
修
経
費
、
メ
ー
ル
・
SN
S等

相
談
の
た
め
の

人
件
費
・
シ
ス
テ
ム
整
備
費
、
安
全
性
確
保
の
た
め
の
防
犯
設
備
に
か
か
る
経
費

等
）

②
専
門
的
・
個
別
的
支
援
に
要
す
る
経
費

(心
理
的
ケ
ア
や
同
伴
児
童
の
進
学
等
の
専
門
的
な
相
談
支
援
を
行
う
専
門
職
配
置

に
要
す
る
人
件
費
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
連
携

に
要
す
る
人
件
費
、
専
門
性
向
上
に
係
る
研
修
経
費

等
）

③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援
に
要
す
る
経
費

(自
立
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
経
費
、
関
係
機
関
へ
の
同
行
支
援
に
係
る
交
通

費
、
退
所
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
要
す
る
人
件
費

等
）

・
交

付
率

：
国
１
０
/１

０
・
そ

の
他

：
他
の
国
庫
補
助
制
度
を
適
用
可
能
な
場
合
は
、

他
制
度
優
先

○
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
上
記
取
組
の
効
果
検
証
及
び
事

例
調
査

国
業
務
請
負

事
業
者

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
以
下
、
「
Ｄ
Ｖ
」
と
い
う
。
）
を
始
め

と
す
る
複
合
的
困
難
に
よ
り
、
社
会
的
に
孤
立
し
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
民
間
シ
ェ
ル

タ
ー
等
の
団
体
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
財
政
面
、

人
的
基
盤
等
に
お
い
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
団
体
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
２
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
者
の
た
め

の
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
に
お
い
て
も
議
論
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

〇
ま
た
、
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
９
や
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
９
に
お
い
て
、
民
間

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
先
進
的
取
組
を
促
進
し
、
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
女
性
に
対
す
る
支
援
を
政
府
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
が
官
民
連
携
の
下

で
行
う
先
進
的
な
取
組
（
①
受
け
入
れ
体
制
整
備
、
②
専
門

的
・
個
別
的
支
援
、
③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援

等
）
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
効
果
検
証
、
課
題
の
把
握
等
を
実
施
し
ま

す
。

D
V
被
害
者
等
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
支
援
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

（
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
推
進
課
）

令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額
２
．
５
億
円
（
新
規
）

事
業
概
要
・
目
的

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

○
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
被
害
者
保
護
等
の
た
め
の
取
組
の

促
進
を
通
じ
て
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
基
盤
強
化
と
対
応
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
支
援
の
充
実
・

強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

地
方
公
共
団
体

交
付
金

内
閣
府
作
成
資
料
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国

交
付

金

市
町

村

○
伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
文
化
・
生
活
の
場
の
再
生
支
援

○
ア
イ
ヌ
文
化
の
体
験
交
流

○
ア
イ
ヌ
文
化
関
連
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

○
ア
イ
ヌ
の
観
光
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
の
た
め
の
バ
ス
運
営

○
ア
イ
ヌ
文
化
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

○
木
工
芸
品
等
の
材
料
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
地
域
住
民
交
流
の
場
の
整
備

○
ア
イ
ヌ
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

○
ア
イ
ヌ
文
化
等
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
子
ど
も
の
学
習
支
援

○
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
の
源
泉
で
あ
る
ア
イ

ヌ
の
伝
統
及
び
ア
イ
ヌ
文
化
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
等
に
鑑
み
、

ア
イ
ヌ
の
人
々
が
民
族
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
等
を
支
援
す
る
た
め
、
文
化
振
興
や

福
祉
施
策
に
加
え
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興
、
観
光
振
興
等
を

含
め
た
市
町
村
の
取
組
を
支
援
す
る
交
付
金
。

〇
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
3
1
年
法
律
第
1
6
号
）

第
1
5
条
に
基
づ
く
交
付
金
。

＜
交
付
ス
キ
ー
ム
＞

①
政
府
が
策
定
す
る
「
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
は
計
画

を
作

成
。

②
内
閣
総
理
大
臣
が
、
計
画
を
認
定
。

③
国
は
、
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
し
て
、
交
付

金
を
交
付
。

ア
イ

ヌ
政

策
推

進
交

付
金

（
ア

イ
ヌ

施
策

推
進

室
）

２
年

度
概

算
決

定
額

２
０

.0
億

円
（

元
年

度
予

算
額

１
０

.0
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

ア
イ
ヌ
の
人
々
が
居
住
し
て
い
る
地
域
の

・
定
住
人
口
の
減
少
が
抑
制
さ
れ
る
。

・
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
が
図
ら
れ
る
。

・
ア
イ
ヌ
の
地
域
産
業
の
担
い
手
が
育
成
さ
れ
る
。

・
観
光
客
等
交
流
人
口
が
増
加
す
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

交
付

率
8
/
1
0

内
閣
官
房
作
成
資
料
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内 閣 官 房

予
算
移
替
え

事 業 者 等

○
各
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
予
算
要
求
前
か
ら
、
内
閣
官
房
I
T
室
と
、

そ
の
調
達
の
実
施
に
つ
い
て
、
内
容
や
必
要
性
に
つ
い
て
調
整

を
行
い
、
企
画
段
階
か
ら
、
実
施
の
適
正
性
を
確
認
し
ま
す
。

○
予
算
計
上
後
、
内
閣
官
房
I
T
室
は
、
各
調
達
の
準
備
が
整
い
次

第
、
調
達
仕
様
書
や
最
終
的
な
見
積
り
額
な
ど
か
ら
、
政
府
全

体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
の
適
正
化
の
観
点
も
含
め
て
、
当
該

調
達
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
も
の
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま

す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
府
省
に
予
算
の
移
替
え
を
行
い
、

移
替
え
先
で
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
調
達
を
行
い
ま
す
。

○
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
各
調
達
で
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
情
報
シ

ス
テ
ム
調
達
に
係
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
、
集
約
し
、
ガ

イ
ド
等
の
形
式
で
各
府
省
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
政
府
の
情
報

シ
ス
テ
ム
調
達
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
9
（
令
和
元
年
6
月
2
1
日

閣
議
決
定
）
、
世
界
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
国
家
創
造
宣
言
・
官
民

デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
（
令
和
元
年
6
月
1
4
日
閣
議
決
定
）

等
に
お
い
て
、
政
府
全
体
で
共
通
的
に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
、

基
盤
、
機
能
等
の
構
築
・
利
用
を
進
め
る
た
め
、
2
0
2
0
年
度
か

ら
こ
れ
ら
の
整
備
及
び
運
用
に
係
る
予
算
の
一
括
要
求
・
一
括

計
上
を
順
次
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
こ
の
取
組
の
推
進
に
よ
り
、
予
算
要
求
及
び
執
行
に
当
た
り
、

各
情
報
シ
ス
テ
ム
の
調
達
に
対
し
て
内
閣
官
房
I
T
室
に
よ
る
統

一
的
、
横
断
的
な
助
言
、
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
重
複
投

資
の
抑
制
、
最
終
的
な
支
出
額
の
適
正
化
、
費
用
対
効
果
の
最

大
化
、
柔
軟
な
予
算
配
分
等
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
3
4
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
運
用
等
に
必

要
な
経
費
を
一
括
し
て
計
上
し
ま
す
。

情
報

シ
ス

テ
ム

調
達

効
率

化
等

推
進

費
（

内
閣

官
房

情
報

通
信

技
術

（
IT

）
総

合
戦

略
室

）

２
年

度
概

算
決

定
額

6
7
3
.9

億
円

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
重
複
投
資
の
抑
制
、
支
出
額
の
適
正
化
、
費
用
対
効
果
の
最
大

化
、
柔
軟
な
予
算
配
分
を
実
現
し
、
質
の
高
い
情
報
シ
ス
テ
ム

調
達
を
迅
速
、
的
確
に
実
施
し
ま
す
。

○
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
集
約
、
展
開
に
よ
り
、
政
府
全
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
能
力
の
向
上
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

関 係 府 省

シ
ス
テ
ム
整
備
・
運
用
経
費

（
調

達
）

内
閣
官
房
作
成
資
料
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○
復
興
の
進
展
に
伴
い
、
避
難
生
活
の
長
期
化
、
災
害
公
営
住
宅
等
移
転

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
、
避
難
指
示
解
除
区
域
に

お
け
る
生
活
再
建
な
ど
、
被
災
者
を
と
り
ま
く
課
題
は
多
様
化
。

○
被
災
者
の
生
活
再
建
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
、
切
れ
目
な
い
支
援
の

実
現
を
図
る
。
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
被
災
者
の
「
心
の
復
興
」
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
支

援
な
ど
の

取
組

に
つ
い
て
、
被

災
者

に
寄

り
添

っ
て
、

手
厚
く
支
援
。

＜
主
な
内
容
＞

①
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
転
等
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
活
動
を
支
援
。

②
被
災
者
の
生
き
が
い
を
つ
く
る
た
め
の
「
心
の
復
興
」
事
業
を
支
援
。

③
県
外
避
難
者
に
対
し
て
、
相
談
支
援
や
避
難
元
自
治
体
の
情
報
提
供

な
ど
を
実

施
。

④
仮
設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
等
で
暮
ら
す
高
齢
者
等
に
対
す
る
日
常
的

な
見

守
り
・
相

談
支

援
を
実

施
。

⑤
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
を
支
え
る
た
め
、
個
別
相
談
支
援
や
支
援
者
支
援

等
を
実

施
。

⑥
子
ど
も
に
対
す
る
ケ
ア
、
学
習
支
援
、
交
流
活
動
支
援
等
を
実
施
。

Ⅰ
．
各
地
域
の
被
災
者
支
援
の
重
要
課
題
へ
の
対
応
支
援

①
被
災
者
支
援
総
合
事
業

・
住
宅
・
生
活
再
建
支
援

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援

・
「
心
の
復
興
」

・
県
外
避
難
者
支
援

・
高
齢
者
等
日
常
生
活
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ

・
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

Ⅱ
．
被
災
者
の
日
常
的
な
見
守
り
・
相
談
支
援

②
被
災
者
見
守
り
・
相
談
支
援
事
業

Ⅲ
．
仮
設
住
宅
で
の
総
合
相
談
・
介
護
等
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
運
営

③
仮
設
住
宅
サ
ポ
ー
ト
拠
点
運
営
事
業

Ⅳ
．
被
災
地
に
お
け
る
健
康
支
援

④
被
災
地
健
康
支
援
事
業

Ⅴ
．
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
支
援

⑤
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
支
援
事
業

Ⅵ
．
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

⑥
被
災
し
た
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
対
策
等
総
合
支
援
事
業

⑦
福
島
県
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
す
る
自
然
体
験
・
交
流
活
動
支
援
事
業

⑧
仮
設
住
宅
の
再
編
等
に
係
る
子
供
の
学
習
支
援
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業

被
災

者
支

援
総

合
交

付
金

（
復

興
庁

被
災

者
支

援
班

）

令
和

２
年

度
概

算
決

定
額

１
５

５
億

円
【

復
興

】

（
令

和
元

年
度

予
算

額
１

７
７

億
円

）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
被
災
者
支
援
の
基
幹
的
事
業
に
つ
い
て
、
被
災
自
治
体
に
お
い
て
横
断
的
な
事

業
計
画
を
策
定
し
、
交
付
金
に
よ
る
一
体
的
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
被
災
者
支
援
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

予
算

の
移

替
え

交
付

金
の

交
付

復
興

庁
県

・
市

町
村

等
各

省
庁

交
付

金
の

交
付

予
算

の
配

分

復
興
庁
作
成
資
料
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○
復
興
交
付
金
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
著
し
い
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復
興
を

加
速
さ
せ
早
期
の
復
興
を
図
る
。

○
被
災
地
方
公
共
団
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
な
る
５
省
4
0
事
業

を
一
括
化
し
、
一
本
の
事
業
計
画
で
申
請
・
採
択
。

○
地
方
負
担
に
つ
い
て
は
、
追
加
的
な
国
庫
補
助
に
て
支
援
。

（
注
）
H
2
8
年
度
以
降
の
予
算
を
使
用
す
る
効
果
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
1
％
の
地
方
負
担
あ
り

○
申
請
手
続
き
等
の
書
類
を
簡
素
化
し
、
基
金
の
設
置
に
よ
る
執
行
の

弾
力
化
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
(
抄
)

４
あ
ら
ゆ
る
力
を
合
わ
せ
た
復
興
支
援

（
１
）
国
の
総
力
を
挙
げ
た
取
組
み

②
使
い
勝
手
の
良
い
交
付
金
等

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
相
当
数
の
住
宅
、
公
共
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
滅

失
又
は
損
失
等
の
著
し
い
被
害
を
受
け
た
地
域
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
の

た
め
に
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
、
公
共
施
設

等
の
災
害
復
旧
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
失
わ
れ
た
市
街
地
の
再
生
等
を
、

一
つ
の
事
業
計
画
の
提
出
に
よ
り
一
括
で
支
援
し
、
被
災
地
域
の
復
興
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

復 興 庁

予
算
の
移
替
え

特
定
都
道
県

特
定
市
町
村

※
復
興
交
付
金
基
金
の
造
成

文
科
省

厚
労
省

農
水
省

国
交
省

環
境
省

５
省

４
０

事
業

基
本

国
費

率
：

事
業

ご
と

に
異

な
る

•
基
幹
事
業
の
事
業

費
の
3
5
％
を
上
限

と
し
て
支
援

•
う
ち
面
整
備
等
、

６
事
業
の
事
業
費

の
2
0
％
を
一
括
配

分
と
し
て
先
渡
し

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
等

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
等

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

基
幹

事
業

基
幹

事
業

と
関

連
し

、
復

興
ま

ち
づ

く
り

に
必

要
と

な
る

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
事

業
を

実
施

基
幹

事
業

と
関

連
し

、
復

興
ま

ち
づ

く
り

に
必

要
と

な
る

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
事

業
を

実
施

効
果

促
進

事
業

等

基
本
国
費
率
：
8
0
%

交
付

決
定

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
（
3
/
4
)

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
（
3
/
4
)

地
方
負
担
分
の
5
0
%
を
補
助

地
方
負
担

（
1
/4
）

東
日

本
大

震
災

復
興

交
付

金
（

復
興

庁
交

付
金

班
）

令
和

２
年

度
概

算
決

定
額

１
１

３
億

円
【

復
興

】

（
令

和
元

年
度

予
算

額
5
7
3
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

期
待

さ
れ

る
効

果

復
興
庁
作
成
資
料

― 22 ―

―  ―0123456789



（
１
）
対
象
区
域

避
難
指
示
を
受
け
た
１
２
市
町
村
等
（
各
事
業
に
応
じ
て
対
象
地
域
を
設
定
）

（
２
）
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
の

主
な
事
業
内
容

○
「
復
興
基
本
方
針
」
(
抄
)

ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
に
向
け
た
生
活
や
事
業
の
再
建
に
係
る
支
援

を
実
施
す
る
。
（
P
.
2
9
、
6
(
1
)
①
(
ⅳ
)
）

○
復
興
の
動
き
を
加
速
す
る
た
め
に
、
長
期
避
難
者
へ
の
支
援
か
ら

早
期
帰
還
へ
の
対
応
ま
で
の
施
策
等
を
一
括
し
て
支
援
す
る
「
福
島

再
生
加
速
化
交
付
金
」
を
、
福
島
復
興
の
柱
と
し
、
他
の
事
業
と
も

連
携
さ
せ
つ
つ
、
福
島
再
生
加
速
化
の
原
動
力
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。

福
島

再
生

加
速

化
交

付
金

（
復

興
庁

原
子

力
災

害
復

興
班

）

令
和

２
年

度
概

算
決

定
額

７
９

１
億

円
【

復
興

】
（

令
和

元
年

度
予

算
額

８
９

０
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
長
期
避
難
者
の
生
活
拠
点
整
備
、
子
育
て
世
帯
の
帰
還
・
定
住
支

援
、
帰
還
加
速
の
た
め
の
生
活
環
境
向
上
や
生
活
拠
点
整
備
等
を
一

括
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
島
被
災
地
の
復
興
・
再
生
を
加

速
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

復 興 庁
県
・
1
2
市
町
村
等

交
付
金

各 府 省 庁

資
金

の
流

れ

交
付
金
の
対
象

主
な
事

業
内
容

帰
還
環
境
整
備

被
災
１
２
市
町

村
へ
の
早

期
帰
還
の

促
進
、
地
域
の

再
生
加

速
化

○
生
活
拠
点

等
の
整
備
（
復
興
拠
点

、
災
害

公
営
住
宅

等
の
整

備
等
）

○
放
射
線
へ

の
健
康
不
安

・
健
康
管

理
対
策
等

（
個

人
線

量
の
管

理
等
）

○
営
農
・
商
工

業
再
開
に
向
け
た
環
境
整

備
（
農
地
・
農

業
用
施

設
、
産
業

団
地
の
整

備
等
）

長
期
避
難
者
生
活

拠
点
形
成

長
期
避
難
者

向
け
の
公

営
住
宅
整

備
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

○
長
期
避
難

者
の
生
活
拠

点
の
形
成

及
び
関
連
基

盤
整
備

等
（
復
興
公
営

住
宅
の
整

備
や
道
路

等
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
）

○
復
興
公
営

住
宅
で
の
生
活

支
援
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
員

の
配
置

等
）

福
島
定
住
等
緊
急

支
援

子
育
て
世

帯
が
早

期
に
帰

還
し
安
心
し
て
定
住
で
き
る
環
境
整

備
等

○
子
ど
も
の
運
動
機

会
確
保

（
遊
具
の
更

新
、
地

域
の
運
動

施
設
の
整

備
等
）

○
基
幹
事
業

と
一
体
と
な
っ
て
効
果

を
増
大

す
る
ソ
フ
ト
施
策

（
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
等

）

道
路
等
側
溝
堆
積
物

撤
去
・
処
理
支
援

道
路
等
側
溝

堆
積
物
撤
去

・
処
理
に
よ
る
通
常
の
維

持
管
理
活

動
の

再
開
支
援

原
子
力
災
害
情
報
発

信
等
拠
点
施
設
等
整

備

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
の
推

進
の
加

速
化
に
向

け
た

○
福
島
県
が

行
う
、
原
子

力
災
害
に
係
る
経

験
と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
の
情

報
発
信

拠
点
（
ア
ー
カ
イ
ブ
拠

点
）
の
整
備

等
に
対

す
る
支
援

○
構
想
推
進

に
係
る
拠

点
周
辺
の

生
活
環
境

整
備
等

に
向

け
た
支
援

既
存
ス
ト
ッ
ク
活
用
ま

ち
づ
く
り
支
援

既
存
ス
ト
ッ
ク
（
空
き
地

・
空
き
家
等

）
を
活
用

し
た
被
災

1
2
市
町
村

の
ま
ち

づ
く
り
支
援

○
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
実

態
把
握
・
対
策
検
討
・
所
有
者
探

索
○

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有

効
活
用
に
よ
る
公
的
施
設
等

の
整

備

復
興
庁
作
成
資
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復 興 庁
民
間
事
業
者
等

（
１
）
対
象
区
域

・
原
子
力
被
災
１
２
市
町
村

田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、

川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村

（
２
）
実
施
事
業
の
例

①
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
の
取
組

★
公
共
施
設
・
公
益
的
施
設
の
機
能
回
復

施
設
の
清
掃
・
修
繕
（
消
耗
品
の
交
換
を
含
む
）
等

②
避
難
解
除
区
域
へ
の
帰
還
加
速
の
た
め
の
取
組

★
喪
失
し
た
生
活
基
盤
施
設
の
代
替
、
補
完

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
支
援
、
交
通
支
援

等
★
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
、
確
保

住
民
へ
の
情
報
提
供
、
被
災
者
の
交
流
事
業

等

③
直
ち
に
帰
還
で
き
な
い
区
域
等
の
荒
廃
抑
制
等

★
荒
廃
抑
制
、
保
全
対
策

火
災
防
止
の
た
め
の
除
草
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

鳥
獣
被
害
対
策

等
★
住
民
の
一
時
帰
宅
支
援

バ
ス
等
の
運
行
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置

等

○
福
島
復
興
再
生
特
措
法
等
に
基
づ
き
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
に

資
す
る
た
め
、
避
難
指
示
に
起
因
し
て
機
能
低
下
し
た
公
共
施
設
・

公
益
的
施
設
に
つ
い
て
、
市
町
村
等
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
国
の
費

用
負
担
に
よ
り
機
能
回
復
を
実
施

○
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・
再
生
を
加
速
す
る
た
め
、
福
島
県
の
被

災
１
２
市
町
村
に
お
け
る
避
難
解
除
区
域
の
住
民
の
帰
還
を
促
進
す

る
た
め
の
取
組
や
、
直
ち
に
帰
還
で
き
な
い
区
域
へ
の
将
来
の
帰
還

に
向
け
た
荒
廃
抑
制
・
保
全
対
策
を
実
施

福
島
生
活
環
境
整
備
・
帰
還
再
生
加
速
事
業
委
託
費
（
復
興
庁
原
子
力
災
害
復
興
班
）

令
和
２
年
度
概
算
決
定
額

9
4
億
円
【
復
興
】

（
令
和
元
年
度
予
算
額

1
1

1
億
円
）

事
業
概
要
・
目
的

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

○
原
子
力
災
害
の
被
災
市
町
村
の
生
活
環
境
の
改
善
、
帰
還
の
支
援
、

直
ち
に
帰
還
で
き
な
い
区
域
の
荒
廃
抑
制
・
保
全
対
策
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
住
民
の
帰
還
実
現
を
後
押
し
し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

市 町 村

全
額
費
用

負
担

（
委
託
費
）

復
興
庁
作
成
資
料
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風
評
払
拭
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業

【
令
和
２
年
度
概
算
決
定
額
：
4
.7
億
円
】

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
起
因
す
る
い
わ
れ
の
な
い
偏
見
・
差
別
や
風
評
の
払
拭
に
対
す
る
取
組
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
風
評
払
拭
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
戦
略
」
に
基
づ
き
、
関
係
府
省
庁

が
連
携
し
て
情
報
発
信
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
。
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
を
含
む
影
響
へ
の
対
策
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
（
令
和
元
年
11
月
1
日
）
に
お
け
る
復
興
大
臣
指
示
に
基
づ
き
、
取
組
を
更
に
強
化
す
る
。

国
内
向
け
情
報
発
信

○
福
島
の
復
興
の
現
状
や
放
射
線
に
関
す
る
正
し
い
知
識
等

に
つ
い
て
情
報
発
信

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
S
N
S等

の
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

○
輸
入
規
制
の
撤
廃
に
向
け
た
取
組
や
復
興
五
輪
を
契
機
と
し
た
海
外
向
け
風

評
対
策
の
一
層
の
強
化

・
外
国
人
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
の
作
成
・
既
存
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
言
語
化

・
現
地
（
海
外
）
に
お
け
る
福
島
県
産
食
品
の
安
全
性
Ｐ
Ｒ
の
実
施

〔
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
を
含
む
影
響
へ
の
対
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
令
和
元
年
1
1月
1
日
）
〕

○
復
興
大
臣
か
ら
の
指
示
事
項
（
要
旨
）
（
抜
粋
）

指
示
事
項
１
．
海
外
に
向
け
た
取
組
の
強
化

1．
諸
外
国
・地
域
の
輸
入
規
制
の
撤
廃
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
首
脳
・閣
僚
等
ハ
イ
レ
ベ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
働
き
か
け
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

2．
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し
た
風
評
払
拭
の
た
め
の
情
報
発
信
、
福
島
県
産
農
林
水
産
物
等
の
海
外
で
の
販
路
拡
大
・
開

拓
、
東
北
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
等
、
必
要
な
施
策
に
お
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
と
な
る
よ
う
検
討
し
、
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

海
外
向
け
情
報
発
信
（
拡
充
）

放
射
線
に
関
す
る

国
内
外
の
理
解
の

増
進
等
に
よ
る
風
評
の

払
拭
・
不
安
等
の
解
消
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○
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
1
0
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
全
世
界
へ
向
け
た
感
謝
や
復
興
の
姿
の
発
信
、
復
興
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
総
括
等
を
行
う
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
復
興
発
信
事
業
の
実
施
、
ノ
ウ
ハ
ウ
集
の
作
成
を
行
う
。

東
日

本
大

震
災

10
周

年
事

業
【
令
和
2年

度
概
算
決
定
額
：
1.
2億

円
】

事
業

概
要

〇
復

興
に

当
た

り
、

国
内

・
国

外
を

問
わ

ず
多

様
な

主
体

か
ら

多
大

な
支

援
を

受
け

た
。

発
災

か
ら

1
0
年

を
機

に
、

被
災

地
か

ら
全

世
界

へ
向

け
て

こ
れ

ま
で

の
支

援
に

対
す

る
感

謝
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
復

興
・

創
生

期
間

後
に

お
け

る
新

た
な

ス
テ

ー
ジ

の
展

望
を

共
有

す
る

。

〇
復

興
に

当
た

り
、

国
内

・
国

外
を

問
わ

ず
多

様
な

主
体

か
ら

多
大

な
支

援
を

受
け

た
。

発
災

か
ら

1
0
年

を
機

に
、

被
災

地
か

ら
全

世
界

へ
向

け
て

こ
れ

ま
で

の
支

援
に

対
す

る
感

謝
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
復

興
・

創
生

期
間

後
に

お
け

る
新

た
な

ス
テ

ー
ジ

の
展

望
を

共
有

す
る

。

〇
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

の
過

程
で

得
ら

れ
た

多
様

な
教

訓
や

震
災

の
記

憶
、

復
興

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

総
括

し
、

今
後

の
防

災
・

減
災

対
策

、
復

興
活

動
に

活
か

す
。

〇
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

の
過

程
で

得
ら

れ
た

多
様

な
教

訓
や

震
災

の
記

憶
、

復
興

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

総
括

し
、

今
後

の
防

災
・

減
災

対
策

、
復

興
活

動
に

活
か

す
。

◇
政

府
担

当
者

や
復

興
関

連
の

有
識

者
、

被
災

地
関

係
者

等
を

招
き

、
基

調
講

演
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
と

い
っ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

催
。

政
府

や
被

災
自

治
体

が
行

っ
た

復
興

施
策

に
つ

い
て

総
括

を
行

う
。

◇
政

府
担

当
者

や
復

興
関

連
の

有
識

者
、

被
災

地
関

係
者

等
を

招
き

、
基

調
講

演
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
と

い
っ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

催
。

政
府

や
被

災
自

治
体

が
行

っ
た

復
興

施
策

に
つ

い
て

総
括

を
行

う
。

◇
こ

れ
ま

で
に

行
わ

れ
た

支
援

の
ノ

ウ
ハ

ウ
・

課
題

の
共

有
や

、
全

世
界

へ
向

け
た

感
謝

の
発

信
等

を
行

う
事

業
を

、
復

興
に

携
わ

っ
た

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

か
ら

公
募

。

◇
こ

れ
ま

で
に

行
わ

れ
た

支
援

の
ノ

ウ
ハ

ウ
・

課
題

の
共

有
や

、
全

世
界

へ
向

け
た

感
謝

の
発

信
等

を
行

う
事

業
を

、
復

興
に

携
わ

っ
た

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

か
ら

公
募

。

◇
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

に
係

る
取

組
事

例
を

収
集

・
調

査
・

分
析

し
、

東
日

本
大

震
災

や
今

後
想

定
さ

れ
る

災
害

か
ら

の
復

興
に

資
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

抽
出

の
上

、
取

り
ま

と
め

て
公

表
す

る
。

◇
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

に
係

る
取

組
事

例
を

収
集

・
調

査
・

分
析

し
、

東
日

本
大

震
災

や
今

後
想

定
さ

れ
る

災
害

か
ら

の
復

興
に

資
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

抽
出

の
上

、
取

り
ま

と
め

て
公

表
す

る
。

イ メ ー ジ ・ 具 体 例

○
令

和
２

年
度

は
発

災
か

ら
1
0
年

の
節

目
で

あ
る

。
復

興
の

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

継
承

し
、

今
後

の
防

災
・

復
興

に
役

立
て

る
と

と
も

に
、

復
興

・
創

生
期

間
後

の
復

興
の

あ
り

方
を

関
係

者
と

共
有

す
る

。
○

令
和

２
年

度
は

発
災

か
ら

1
0
年

の
節

目
で

あ
る

。
復

興
の

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

継
承

し
、

今
後

の
防

災
・

復
興

に
役

立
て

る
と

と
も

に
、

復
興

・
創

生
期

間
後

の
復

興
の

あ
り

方
を

関
係

者
と

共
有

す
る

。

全
世

界
へ

向
け
た
感

謝
や

復
興

の
姿

の
発

信

復
興

の
ノ
ウ
ハ

ウ
の

総
括

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催

復
興

発
信

事
業

ノ
ウ
ハ

ウ
集

の
作

成

事
業
⽬
的
・
内
容

期
待
さ
れ
る
効
果

「
「

復
興

・
創

生
期

間
」

に
お

け
る

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
の

基
本

方
針

の
変

更
に

つ
い

て
」

(
平
成

31
年
3
月

8
日
閣
議
決
定

)
(
抄

)

〇
「

復
興

の
進

捗
や

被
災

地
の

状
況

に
つ

い
て

随
時

、
分

か
り

や
す

く
情

報
を

発
信

す
る

」
〇

「
効

果
的

な
復

興
の

手
法

・
取

組
や

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
等

を
今

後
の

防
災

・
減

災
対

策
や

復
興

に
活

用
す

る
た

め
（

中
略

）
復

興
手

法
を

始
め

と
し

て
復

興
全

般
に

わ
た

る
取

組
の

集
約

・
総

括
を

進
め

る
」
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自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方


地
域
全
体
の
平
和
と
繁
栄
を
保
障
し
，
い
ず
れ
の
国
に
も
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
た
め
に
，
A
SE
A
N
の
中
心
性
，
一
体
性
を
重
視

し
，
包
括
的
か
つ
透
明
性
の
あ
る
方
法
で
，
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
確
保
を
通
じ
て
，
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
を
「
国
際
公
共
財
」
と
し
て
発
展
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
，
日
本
は
い
ず
れ
の
国
と
も

協
力
し
て
い
く
。


自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
実
現
の
た
め
の
三
本
柱

①
法
の
支
配
，
航
行
の
自
由
，
自
由
貿
易
等
の
普
及
・
定
着

②
経
済
的
繁
栄
の
追
求
（
連
結
性
，
EP
A
/F
TA
や
投
資
協
定
を
含
む
経
済
連
携
の
強
化
）

③
平
和
と
安
定
の
確
保
（
海
上
法
執
行
能
力
の
構
築
,人
道
支
援
・
災
害
救
援
等
）

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の

「
連
結
性
」
を
向
上
さ
せ
，
そ
し
て
，
２
つ
の
海
の
中
心
に
位
置
す
る

A
S
E
A
N
と
と
も
に
，
地
域
全
体
の
安
定
と
繁
栄
を
促
進
す
る
。
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令
和
２
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す
る
建
議

（抄
）

令
和
元
年
11
月
25
日

財
政
制
度
等
審
議
会

・
無
償
資
金
協
力
は
、
無
償
で
相
手
国
に
資
金
を
贈
与
す
る
と
い
う
性
質
上
、
歳
出
拡
大
圧
力
が
か

か
り
や
す
い
。
加
え
て
、
そ
の
時
々
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
機
動
的
に
支
援
内
容
が
決
ま
る
と
い
う
性

質
上
、
予
算
編
成
段
階
で
個
別
事
業
の
積
み
上
げ
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
予
算
総

額
の
多
寡
の
議
論
に
傾
き
や
す
く
、
実
効
性
の
あ
る
中
身
の
メ
リ
ハ
リ
付
け
の
議
論
が
十
分
に
行
わ

れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
た
と
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
、
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
対
象
地
域
と
教
育
、
保
健
医
療
、
水
・環
境
と
い
っ
た
支
援
分
野
を
組
み
合

わ
せ
、
経
年
比
較
可
能
な
切
り
口
に
よ
る
可
視
化
を
図
っ
た
上
で
予
算
配
分
の
大
枠
を
設
定
し
、
こ

れ
を
土
台
と
し
て
、
複
数
年
ス
パ
ン
で
見
た
重
要
な
国
際
会
議
等
の
日
程
や
、
他
の
支
援
手
段
と
の

代
替
可
能
性
等
を
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
手
法
の
導
入
に
よ
り
、
予
算
編
成
過
程

に
お
い
て
、
優
先
度
に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ
付
け
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
土
台
と
執
行
実
績
を
後
に
検
証

す
る
こ
と
で
更
な
る
予
算
の
効
率
化
に
繋
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

８
．
外
交
関
係
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令
和
２
年
度
無
償
資
金
協
力
予
算
額

（
単
位
：
億
円
）

教
育
分
野

保
健
医
療

分
野

水
・
環
境

分
野

道
路
・
港
湾
・

通
信
分
野

そ
の
他

東
ア
ジ
ア
地
域

8
0

8
1

6
3

9
7

1
2

8
4

4
9

大
洋
州
地
域

7
1

2
9

6
5

5
0

1
5

2

南
ア
ジ
ア
地
域

4
3

1
3

4
0

5
8

1
1

8
2

中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー

カ
サ
ス
地
域

9
2

1
3

1
1

4
5

7

中
南
米
地
域

7
6

1
0

4
4

4
9

1
1

6

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

地
域

5
5

4
0

3
0

1
1

4
1

9
5

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
地
域

4
2

2
8

3
2

1
8

5
1

8
6

4
7

3

欧
州
地
域

1
3

1
0

3
8

1
9

5
1

4
0

2
1

6
4

5
6

6
2

5
1
,6

3
2

計

＊
無
償
資
金
協
力
（
政
府
開
発
援
助
経
済
開
発
等
援
助
費
）
は
，
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
際
情
勢
を
ふ
ま
え
柔
軟
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
財

政
法
第
３
４
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
，
執
行
段
階
に
お
い
て
実
施
計
画
を
随
時
作
製
し
，
財
務
省
と
協
議
し
つ
つ
実
施
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
，
地
域
別
・
分
野
別

の
執
行
額
は
必
ず
し
も
予
算
額
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

分
野

計

地 域
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令
和
２
年
度
技
術
協
力
予
算
額

（
単
位
：
億
円
）

教
育
分
野

保
健
医
療

分
野

水
・
環
境

分
野

道
路
・
港
湾
・

通
信
分
野

そ
の
他

東
・
中
央
ア
ジ
ア
・

コ
ー
カ
サ
ス
地
域

1
8

8
9

4
1

8
5

7

東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋

州
地
域

3
2

2
9

8
1

3
2

7
5

2
4

9

南
ア
ジ
ア
地
域

1
6

6
2

6
1

2
3

8
9

8

中
南
米
地
域

2
2

1
1

2
4

5
3

5
9

7

中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
・
欧
州
地
域

1
3

7
2

1
5

2
2

6
7

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ

地
域

6
2

3
8

5
9

2
7

1
0

6
2

9
1

全
世
界
/地

域
区
分
対

象
外

2
8

2
7

3
6

1
6

6
5

6

1
9

0
1

0
1

2
2

7
8

8
9

1
0

1
,5

1
6

注
３
：
四
捨
五
入
の
関
係
で
合
計
が
一
致
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。

注
２
：
地
域
未
定
案
件
は
、
「
全
世
界
/地

域
区
分
対
象
外
」
に
計
上
。
事
業
支
援
関
係
費
（
管
理
業
務
費
）
、
人
件
費
、
施
設
整
備
費
補
助
金
は
、
全
世
界
/地

域
区
分
対
象
外
・
そ
の
他
に

計
上
。

注
１
：
運
営
費
交
付
金
は
、
独
立
行
政
法
人
が
中
期
計
画
に
基
づ
き
弾
力
的
な
業
務
運
営
を
行
う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
4
6
条
に
基
づ
き
交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、

使
途
の
内
訳
を
特
定
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
上
記
は
あ
く
ま
で
現
時
点
の
各
国
の
要
望
等
に
基
づ
く
想
定
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

分
野

計

地 域

計
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「
地
球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
」
の
取
組
の
基
盤
と
な
る
「
人
的
体
制
や
、
施
設
の
国
有
化
推
進
を
含
む
在
外

公
館
の
整
備
、
領
事
業
務
に
係
る
体
制
整
備
、
効
率
的
・
機
動
的
な
外
交
を
目
指
す
」
（
本
年
６
月
閣
議
決
定

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
9
」
に
言
及
有
り
）
と
い
う
観
点
、
ま
た
、
「
包
容
力
と
力
強
さ
を
兼

ね
備
え
た
外
交
」
の
展
開
を
支
え
る
足
腰
を
強
固
な
も
の
と
し
、
総
合
的
な
外
交
力
を
強
化
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
２
公
館
を
新
設
。

新
設
公
館
等
の
内
訳

令
和
２
年
度
在
外
公
館
等
の
新
設

大
使
館

（
１
公
館
）

〈
１
５
２
公
館
→
１
５
３
公
館
〉

○
在
ハ
イ
チ
日
本
国
大
使
館

総
領
事
館
（１
公
館
）

〈
６
５
公
館
→
６
６
公
館
〉

○
在
セ
ブ
日
本
国
総
領
事
館

大
使
館

総
領
事
館

在
セ
ブ
総

在
ハ
イ
チ
大
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令
和
２
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＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
元
年
当
初
）

(単
位
：億

円
）（
対
元
年
当
初
）

【
主
な
歳
出
増
】

・
原
子
力
災
害
復
興
関
係
経
費
の
増
（＋

8
9
4
億
円
）

【
主
な
歳
出
減
】

・
復
興
関
係
公
共
事
業
の
減
（
▲
1,
05
0億

円
）

・
東
日
本
復
興
交
付
金
の
減
（
▲
46
1億

円
）

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

17
,0
23
（▲

75
8
）

17
,0
23
（▲

7
58
）

2
0,
73
9（
▲
60
8）

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計

2
0,
7
39
億
円

（
▲
6
08
億
円
）

原
子
力
災
害

復
興
関
係
経
費

7
,5
0
0
億
円

（
＋
8
9
4
億
円
）

2
0,
7
39
億
円

（
▲
60
8
億
円
）

復
興
公
債
金

9
,2
4
1
億
円

（
▲
4
3
億
円
）

一
般
会
計
よ
り
受
入

2
0
9
億
円
（▲
1
,6
3
9
億
円
）

税
外
収
入

7
,1
7
9
億
円

（
+
1
,1
59
億
円
）

復
興
特
別
所
得
税

4
,1
1
1
億
円

（
▲
8
5
億
円
）

【
令
和
２
年
度
歳
入
予
算
】

【
令
和
２
年
度
歳
出
予
算
】

復
興
関
係
公
共
事
業
等

5
,2
7
6
億
円

（
▲
1
,0
50
億
円
）

地
方
交
付
税
交
付
金

3
,3
9
8
億
円

（
＋
1
5
2
億
円
）

復
興
加
速
化
・

福
島
再
生
予
備
費

3
,0
0
0
億
円

（
－
）

そ
の
他
の
東
日
本

大
震
災
関
係
経
費

8
6
3
億
円

（
▲
1
1
3
億
円
）

国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
等

3
1
7
億
円
（
▲
3
億
円
）

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

1
1
3
億
円
（
▲
4
6
1
億
円
）

災
害
救
助
費
等
関
係
経
費

1
1
7
億
円
（
▲
60
億
円
）

災
害
関
連
融
資
関
係
経
費

7
2
億
円
（
▲
2
8
億
円
）

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
費

8
2
億
円
（＋

6
0
億
円
）
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(単
位
：
億
円
）
（
対
元
年
度
当
初
）

＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
元
年
度
当
初
）

・
償
還
差
額
補
填
金
（
諸
支
出
金
）
の
減
　
（
▲
6
2
1
億
円
）

（注
）計

数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
、
合
計
に
お
い
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

外
国
為
替
資
金
特
別
会
計

4
,8
9
9
(▲
6
2
5
)

9
,8
4
5
（
▲
6
2
3
）

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

4
,8
9
9
(▲
6
2
5
)

9
,8
45

億
円

（
▲
62
3
）

諸
支
出
金

1
,8
74
（
▲
6
2
3）

予
備
費

3,
00
0
（
0
） 国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
繰
入

4,
94
6
（
+
1
）事
務
取
扱
費
2
5
（
▲
１
）

融
通
証
券
事
務
取
扱
費
一
般
会
計

へ
繰
入
0
（
0
）

【令
和
２
年
度
歳
入
予
算
】

3
1,
54
4億

円

（
＋

71
）

運
用
収
入

29
,9
90
（
+
2
9）

外
国
為
替
等
売
買
差
益

1
,5
5
3
（
+
4
1）

雑
収
入
0
（
+
0
）

【令
和
２
年
度
歳
出
予
算
】
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